
安
倍
晋
三
元
首
相
の
「
国
葬
」
が
９

月
27
日
に
日
本
武
道
館
で
執
り
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
「
国
葬
」
に
対
し
、
日
を

追
う
ご
と
に
中
止
を
求
め
る
声
が
広
が
っ

て
お
り
、
各
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
調
査
で

は
ど
こ
も
反
対
が
多
数
を
占
め
て
い
ま

す
。
国
葬
反
対
の
論
拠
で
共
通
す
る
の

は
「
法
的
根
拠
が
な
い
」
「
内
心
の
自

由
へ
の
干
渉
」
「
国
費
使
う
な
」
な
ど

理
由
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

８
月
25
日
ま
で
に
、
東
京
、
神
奈
川
、

群
馬
、
兵
庫
、
京
都
の
５
つ
の
弁
護
士

会
が
安
倍
元
首
相
の
「
国
葬
」
に
反
対

す
る
会
長
声
明
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
「
ア

ベ
政
治
」
は
違
憲
政
治
と
嘘
と
偽
造
を

続
け
、
更
に
日
本
を
「
戦
争
が
出
来
る

国
」
に
し
、
格
差
と
貧
困
を
拡
大
し
て

き
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
継
承
し
た
岸

田
政
権
の
「
国
威
発
揚
・
政
権
浮
揚
」

を
狙
う
「
国
葬
」
で
も
あ
り
、
絶
対
反

対
で
す
。
市
民
の
声
を
強
め
「
国
葬
」

を
中
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

今
、
市
民
団
体
が
「
総
が
か
り
」
で

「
国
葬
反
対
」
の
ネ
ッ
ト
署
名
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
（
左
囲
み
）
。
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委員長 岡﨑ひろみ

嘘つき答弁の常習者、民主主義を壊し続けた
違憲政治家=安倍元首相の「国葬」は中止を！

安
倍
元
首
相
の
「
国
葬
」
反
対
の
ネ
ッ
ト
賛
同
署
名
呼
び
か
け
（
要
旨
）

■
故
安
倍
晋
三
氏
の
「
国
葬
」
を
9
月
27
日
に
行
う
こ
と
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
疑
問
と
反
対
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
論
に
は
理
由
が
あ

り
ま
す
。
①
個
人
の
葬
儀
を
国
が
行
う
根
拠
法
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
②
特
定
の
個
人
の
葬
儀
費
用
を
税
金
で
執
行
す
る
こ
と
が
、
法
の
下
の
平
等
、

思
想
や
良
心
・
信
教
・
表
現
の
自
由
、
財
政
民
主
主
義
を
定
め
た
憲
法
に
反
す
る
こ
と
、
③
安
倍
氏
の
政
治
的
な
業
績
に
対
す
る
評
価
は
定
ま
っ
て
お

ら
ず
、
む
し
ろ
「
モ
リ
カ
ケ
・
サ
ク
ラ
疑
惑
」
な
ど
行
政
の
私
物
化
や
、
国
会
軽
視
、
官
僚
統
制
の
あ
り
方
な
ど
に
厳
し
い
批
判
が
あ
る
こ
と
、
な
ど

の
点
が
主
な
も
の
で
す
。
「
国
葬
」
が
日
本
国
憲
法
の
諸
原
則
と
相
い
れ
な
い
と
い
う
指
摘
も
各
方
面
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
■
く
わ
え
て
、
連
日

報
道
さ
れ
る
旧
統
一
教
会
と
政
治
と
の
癒
着
の
中
心
に
安
倍
氏
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
氏
の
評
価
を
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
7

月
12
日
に
行
わ
れ
た
安
倍
氏
の
家
族
葬
に
あ
た
っ
て
、
全
国
で
い
く
つ
か
の
教
育
委
員
会
が
弔
意
を
示
す
半
旗
の
掲
揚
を
学
校
に
求
め
た
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
態
は
国
葬
に
あ
た
り
、
行
政
や
学
校
な
ど
を
つ
う
じ
て
市
民
に
弔
意
が
強
要
さ
れ
、
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
を
い
だ

か
せ
ま
す
。
■
岸
田
首
相
は
記
者
会
見
な
ど
で
「
世
界
各
国
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
弔
意
を
示
し
、
我
が
国
と
し
て
も
弔
意
を
国
全
体
と
し
て
示
す
こ
と

が
適
切
」
な
ど
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
葬
儀
の
政
治
利
用
と
い
え
る
理
由
を
市
民
が
受
け
入
れ
な
い
こ
と
は
、
先
の
世
論
調
査
結
果
で
も
明
ら
か
で
す
。

む
し
ろ
、
国
会
開
催
を
求
め
る
野
党
の
要
求
に
背
を
む
け
、
説
明
責
任
を
果
た
そ
う
と
も
し
な
い
姿
勢
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

す
で
に
多
く
の
市
民
、
団
体
が
「
国
葬
反
対
」
、
「
国
葬
中
止
」
の
声
を
あ
げ
、
行
動
に
立
ち
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
市
民
の
声

と
運
動
に
連
帯
し
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
の
声
を
み
え
る
形
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
ア
ピ
ー
ル
へ
の
賛
同
署
名
を
よ
び
か
け
ま
す
。

９
月
27
日
の
「
国
葬
」
中
止
の
一
点
で
、
賛
同
い
た
だ
け
る
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
呼
び
か
け
人
】

飯
島
滋
明
（
名
古
屋
学
院
大
学
教
授
）
石
村
修
（
専
修
大
学
名
誉
教
授
）
稲
正
樹
（
元
・
国
際
基
督
教
大
学
教
授
）
上
野
千
鶴
子

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
内
田
樹
（
神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）
落
合
恵
子
（
作
家
）
鎌
田
慧
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
）
清
末
愛
砂

（
室
蘭
工
業
大
学
大
学
院
教
授
）
五
野
井
郁
夫
（
高
千
穂
大
学
教
授
）
斎
藤
美
奈
子
（
文
芸
評
論
家
）
佐
高
信
（
評
論
家
）
澤
地
久

枝
（
作
家
）
島
薗
進
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
清
水
雅
彦
（
日
本
体
育
大
学
教
授
）
田
中
優
子
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
・
前
総
長
）

中
島
岳
志
（
東
京
工
業
大
学
教
授
）
永
山
茂
樹
（
東
海
大
学
教
授
）

※
ア
イ
ウ
エ
オ
順

https://www.change.org/kokusouhantai



Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
拡
散
防
止
条
約
）
は
１
９

１
カ
国
・
地
域
が
加
盟
し
て
１
９
７
０
年

に
発
効
し
ま
し
た
。
米
英
仏
中
露
の
核
独

占
（
戦
勝
５
大
国
）
を
保
証
し
つ
つ
、
５

か
国
以
外
の
核
兵
器
の
拡
散
を
防
ぐ
こ
と

を
主
な
目
的
と
し
た
条
約
で
す
。
こ
の
条

約
は
核
保
有
国
に
は
核
軍
縮
を
求
め
、
非

核
国
に
は
原
子
力
の
平
和
利
用
を
認
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
担
保
す
る
た
め
に
「
国

際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
）
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。

今
回
７
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会

議
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

る
核
兵
器
の
使
用
の
懸
念
と
、
ザ
ポ
ロ
ジ
ェ

原
発
周
辺
で
の
軍
事
攻
撃
な
ど
、
国
際
社

会
が
注
目
す
る
中
で
開
か
れ
ま
し
た
。
８

月
26

日
の
最
終
日
に
は
全
体
の
合
意
書
を

ロ
シ
ア
が
採
択
を
拒
み
、
決
裂
し
て
閉
会

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
は
危
機
的
状
況
で
す
。

こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議
で
は
、
被
爆
国
日
本

の
力
強
い
ア
ピ
ー
ル
と
核
保
有
国
へ
の
働

き
か
け
が
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
岸

田
文
雄
首
相
は
日
本
の
総
理
大
臣
と
し
て

初
め
て
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
「
核

戦
力
の
透
明
化
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
の
維

持
・
強
化
」
を
唱
え
、
日
本
の
持
論
で
あ

る
核
兵
器
保
有
国
と
非
核
国
と
の
「
橋
渡

し
」
の
た
め
の
日
本
独
自
の
提
案
は
な
く
、

会
議
に
参
加
し
た
広
島
、
長
崎
な
ど
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
関
係
者
か
ら
は
失
望
と
落
胆
が
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
７
月
に
開
か
れ
た
核
兵
器

禁
止
条
約
締
結
国
会
議
に
は
松
井
一
實
広

島
市
長
、
田
上
富
久
長
崎
市
長
は
参
加
し

ま
し
た
が
、
政
府
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で

も
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
政
府
は
核
廃
絶
や

核
軍
縮
を
唱
え
て
も
、
口
先
だ
け
の
ポ
ー

ズ
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

他
方
、
日
本
は

米
国
の
核
の
傘
の

も
と
、
日
米
軍
事

一
体
化
を
一
層
強

め
、
中
国
と
朝
鮮

を

敵

国

と

し

た

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
戦
略
を
含
め
た

新
た
な
防
衛
計
画
大
綱
と
中
期
防
衛
力

整
備
計
画
の
作
成
、
ま
た
向
こ
う
５
年

以
内
に
軍
事
費
の
倍
増
な
ど
、
大
軍
拡

に
舵
を
切
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
電
福
島
第
一
原
発
の
過

酷
事
故
か
ら
の
「
脱
原
発
」
の
流
れ
の

正
面
突
破
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
は
８
月
24

日
、
電
力
需
給

の
逼
迫
を
口
実
に
原
発
再
稼
働
に
加
え
、

新
た
な
原
発
開
発
と
老
朽
原
発
の
運
転

期
間
延
長
の
検
討
を
指
示
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
岸
田
政
権
に
対
し
、
原
爆
被

爆
と
原
発
過
酷
事
故
を
経
た
世
界
に
類

が
な
い
日
本
の
教
訓
を
広
げ
る
運
動
を

よ
り
強
め
ま
し
ょ
う
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外 ２０２２年９月

お問い合わせ先週刊新社会を
読みませんか

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
拡
散
防
止
条
約
）
再
検
討
会
議
は
８
月
26

日
に
核
軍
縮
、
核
不
拡
散

に
向
け
た
最
終
合
意
書
が
ロ
シ
ア
の
反
対
で
決
裂
し
て
閉
幕
し
ま
し
た
。
か
つ
て
な

い
核
を
巡
る
国
際
情
勢
下
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
は
崩
壊
の
危
機
に
あ
り
、
核
廃
絶
に
向
け

た
市
民
の
闘
い
が
一
層
求
め
ら
れ
ま
す
。

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
フ
ク
シ
マ
の
教
訓
を
「
ど
ぶ
に
捨
て
る
」
か
の
よ
う
な

岸
田
政
権
の
「
原
発
推
進
」
「
核
安
保
」
政
策
に
反
対
し
ま
し
ょ
う
。

粘
り
強
く
「
核
廃
絶
・
脱
原
発
」
運
動
を
強
め
よ
う
！

Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
危
機

ロ
シ
ア
の
戦
争
に
対
応
で
き
ず

Ｎ
Ｐ
Ｔ
で
の
岸
田
首
相

無
策
の
演
説
に
終
始

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

フ
ク
シ
マ
の
教
訓
を
広
げ
よ
う

岸田政権 絵空事の「核廃絶」
原発再稼働・老朽原発運転延長・新原発開発 核安保と軍事力強化


